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運
転
免
許
証
の
更
新
ゃ

段
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
購
習

の
受
講
、
車

庫
証
明
等

の
申
請
手
続
き

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

が
可
能
に
。

お
手
続
き
の
際
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

電
子
マ
ネ
ー

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手

な
お
、
従
来
使
用
し
て

い
た
埼
玉
県
収
入
証
紙
は

令
和
５
年

１２
月
末
で
販
売

が
終
了
し
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
以
降
は

窓
口
で
現
金
で
の
お
支
払

い
は

で
き
な

く
な

り
ま

等
瑠二一に・聰

す

。
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「
＋
」
と
国
番
号
で
始
ま
る

な
ど
か
ら
電
話
し
て
い
る
と
み

電
話
番
号
が
特
殊
詐
欺
に
使

て
い
ま
す
。

わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
昨
年
１
～

手

口
は
、
ネ

ッ
ト
サ
イ
ト

の
未
納
料
金
が
あ
る
な
ど
と

言
っ
て
だ
ま
す

・　
一一
　
が
日

立

っ
て
い
ま
す
。

【
被
書
に
通
わ
な
い
た
め
に
】

海
外
か
ら
の
電
話
が
不
要
な

方
は

海
外
か
ら
の
番
号
を
受
付

け
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
！
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申
し
込
め
ば

■
一
で

休
止
で
き
ま
す
。

７
月
は
月
に
数
件
だ

っ
た
の

（
９
月
２９
日
時
点
）

れ
る
ケ
■
ス
が
急
増
Ｆ

に
対
し
、
今
年
は

７
月
　
　
９
６
９
件

８
月
　
１
０
８
３
件

９
月
　
２
１
９
２
件

こ
れ
は
、

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
の
規
制

強
化
を
受
け
、
酢
欺
グ
ル
ー

プ
が
国
際
電
話
を
装
う
手
ロ

に
移

っ
て
い
る
か
ら
と
み
ら

れ
ま
す
。

詐
欺
グ
ル
ー
プ
が
実
際
に

海
外
か
ら
電
話
を
か
け
て
く

る
の
で
は
な
く

，
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使
い
、
国
内

自
覇
軍
盗
難
発
生

陸
吸寵

麒
蝠
鰊
掏
」
靱

蒻
』ジ
賓魏
鑢
零

最
近
、
早
く
日
が
落
ち
る
よ

う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

夕
暮
れ
時
は
歩
行
者
や
自
転

車
が
見
え
に
く
く
な
り
、
交
通

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

車
両
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

を
心
が
け
、
歩
行
者
、
自
転
車

は
反
射
材
を
活
用
す
る
な
ど
自

分
の
存
在
を
自
動
車
運
転
者
等

に
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
に
よ
る
悩
み
を
お

持
ち
の
方
は
、　
一
人
で
悩

ま
ず
埼
玉
県
警
察
犯
罪
被

害
者
支
援
室
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談

員
が
電
話
に
よ
り
相
談
を

受
け
る
ほ
か
、
面
接
で
の

相
談

（
予
約
制
）
も
受
け
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付
け
て
い
ま
す
。
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害
者
支
援
室
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自
転
車
を
自
宅
敷
地
内
に
無
施

錠
の
状
態
で
駐
輸
し
て
い
た
と
こ

ろ
盗
難
被
害
に
違

っ
た
と
い
う
事

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
転
車

を
止
め
る
時
は
自
宅
で
あ

っ
て
も

必
ず
施
錠
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
施
錠
は
常
設
の
鍵

の
他
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
等
も
取
り

付
け
、
二
重
、
三
重
の
ロ
ッ
ク
で

お
願
い
し
ま
す
。

菫

１２

月
１
日
か
ら
駐
車
監
視
員

の

活
動

エ
リ
ア
の

一
部
が
変
更
（拡
大
）

に
な
り
ま
す
。

拡
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範
囲
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入
間
市
久
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大
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下
藤
沢
、
大
字
扇
町
屋
地
内
で

す
。固

狭
山
警
察
署

交
通
課

爾
．０
４
‐
２
９
５
３
‐
０
１
１
０

ロロ
|

■

蜃
躙
雉
鑢

鱗
鶉
議
量
鸞
悴
晰
『蠅

例
え
ば

＋
１
３

１
２
３
４
５
６
７

８

＋
４
４
６
９
８
７
６
５

４
３
２

な
ど
の
電
話
番
号
で
す

取
扱
い
状

況

器
物
楓
壊
…
‥
…
…
…
・

万
引
き
‥
…
…
…
…
…
。

各
種
苦
情
‥
…
…
…
…
。

交
通
事
故
…
…
…
…
…

遺
失
／
捨
得
層
…
…
…

令
和
５
年
９
月
２１
日
～

‐０
月

２０
日 １

件
２
件

２
件

２１
件

９
件

柏

原

変

番

事

件

構

狭
山
警
察
署
管
内

特
殊
詐
欺
発
生
状
況

（元
日
～
１０
月
２０
日
）

発
生

・
・
・
４２
件

被
害
総
額
約
１
億
１
２
２
万

狭
山
署
調
べ

鼈

ヽ

[:輩 1■ _

,く


